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  12・1月号ほけんだより 

令和2年11月30日 幼保連携型認定こども園二川目保育園 

今年も残すところ、あと1ヵ月となりました。気温がぐっと低くなり、冬到来という感じですね。そんな中でも子ども達は元気に園庭遊びを楽しんで

います。しっかり食べて、しっかり動いて、丈夫な体をつくって、風邪に負けない抵抗力をつけていきたいですね。 

冬にかかりやすい病気 

冬に特に多い病気といえば、ロタウイルス性下痢症・インフルエ

ンザ・RSウイルス感染症です。これらの原因になるウイルスは、

乾燥と寒さが大好きだからです。 

うがいは、水道水より緑茶や食塩水で行う方が効

果的です。特に緑茶は、カテキン成分による殺菌

作用が強く、かぜの予防効果が高いと言われて

います。上手なうがいの仕方は、頭を後ろにそら

し、口を大きく開けて「ガラガラ」と音を立てます。

これを２～３回繰り返します。手洗いは、せっけん

を泡立て、手の甲、指の間、爪、手首の順にてい

ねいに洗い、水でよく流します。最後は清潔なタ

オルでパンパンとたたくように水気をふきましょう。

また、爪が長いと、ばい菌が残る原因になります。

普段から短く切っておくことが大切です。 

寒い日が多くなってきました。子ども達も

室内で遊ぶことが増えてきます。しかし、

室内遊びばかりでは、丈夫な体にはな

れません。こんな時こそ園庭に出て、元

気に走り回れるような声かけをしていま

す。寒いからと厚着をしていると、すぐ汗

をかいてしまいます。汗が冷えると風邪

をひきやすくなるので、なるべく薄着で

登園させていただきたいと思います。 

＜なぞなぞコーナー＞ 

①しろいおひげで あかいふくをきて ながぐつを 

  はいて やってくるのは だ～れ？                    

②ひとのあしがはいってくる 4ほんあしのあたたかい  

  ものって な-んだ？ 

     ＜先月の答え＞    ①さつまいも  ②くり 

   

インフルエンザウイルスによる感染症です。

潜伏期間は1～2日間で、感染経路は飛沫感

染や接触感染です。 

感染すると、急な発熱、全身の倦怠感、寒

気、筋肉や関節の痛み、せき、鼻水、のど

の痛みなどの症状があらわれます。下痢、

嘔吐、腹痛をともなうこともあります。 

もし感染してしまった場合の出席停止期間

は、発症後5日経過し、かつ、解熱後3日を

経過するまでです。（解熱を確認した日をゼ

ロとし、翌日を1日目として数えます。） 


